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(57)【要約】
【課題】既設の配管設備にも簡易な施工で実施すること
ができ、メンテナンス性も非常に良好な雨水貯溜配管構
造を提供する。
【解決手段】雨水桝１に接続される排水管２の内部に雨
水を貯溜する雨水貯溜配管構造であって、雨水桝１の流
入口１ａに、上方が開口した堰３を設け、堰３に排出口
３０ｂを形成すると共に、該排出口３０ｂに脱着可能な
閉塞部材４を取付けた構成とする。排水管２から流入し
た雨水は、堰３により堰止められて、それよりも上流側
の排水管２内部に雨水が貯溜されていき、その貯溜した
雨水を有効利用することができる。メンテナンス時は、
堰３の排出口３０ｂに脱着可能な閉塞部材４を取付けた
ことにより、排水管２内部に貯溜された雨水を、容易且
つ迅速に排出することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雨水桝に接続される排水管の内部に雨水を貯溜する雨水貯溜配管構造であって、
　雨水桝の流入口又は流出口に、上方が開口した堰を設け、
　上記堰に排出口を形成すると共に、該排出口に脱着可能な閉塞部材を取付けたことを特
徴とする雨水貯溜配管構造。
【請求項２】
　上記排出口が、堰の底面であって上方の開口から見える位置に形成されていることを特
徴とする請求項１に記載の雨水貯溜配管構造。
【請求項３】
　上記堰がＴ字形状をしており、第一の口は上方に向けられており、第二の口は閉口して
下方に向けられており、第三の口は雨水桝の流入口又は流出口に接続されており、上記第
二の口に排出口が形成されていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の雨水貯
溜配管構造。
【請求項４】
　上記閉塞部材に、上方から閉塞部材の脱着を可能とするガイド部材が備えられているこ
とを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の雨水貯溜配管構造。
【請求項５】
　雨水桝の流入口又は流出口に接続される堰部材であって、上方が開口していると共に排
出口が形成されており、該排出口に脱着可能な閉塞部材が取付けられていることを特徴と
する堰部材。
【請求項６】
　上記堰部材が、上方に向けられる第一の口と、下方に向けられる閉口した第二の口と、
雨水桝の流入口又は流出口に接続される第三の口とからなるＴ字形状をしたものであり、
上記第二の口に排出口が形成されていることを特徴とする請求項５に記載の堰部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雨水桝に接続された排水管の内部に雨水を貯溜し、その貯溜した雨水を植物
の水やり等に有効利用できるようにした雨水貯溜配管構造とそれに用いる堰部材に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、道路や空き地（駐車場等）の舗装化が急速に進み、未舗装部分の殆どない都市化
の進んだ地域が増えてきている。このような地域では、雨水が殆ど地中に浸透することな
く、道路の側溝や下水道排水管などを通じて河川へ流れ込むため、短時間で河川の容量を
超えて所謂、都市型洪水を引き起し、社会問題となってきている。その一方で、乾期には
雨が殆ど降らず、各地で取水制限が実施されている実態がある。これらの問題は、地球温
暖化が要因とも言われる昨今の異常気象に伴い、これから益々深刻化していくものと思わ
れる。
【０００３】
　集中豪雨時の河川や下水道施設への負荷を低減するため、宅地内の最終雨水桝と公共用
雨水桝との間にオーバーフロー部材を、その下縁を宅内集水経路よりも上方に位置させて
配設することにより、宅地内の最終雨水桝内と宅内集水経路内に、雨水を一定量貯溜可能
とした住宅用雨水貯溜システムが提案された（特許文献１）。
【０００４】
　この住宅用雨水貯溜システムは、宅内集水経路の高さに合わせて、オーバーフロー部材
にオリフィスを形成し、宅地内の最終雨水桝と宅内集水経路内に貯溜した雨水を上記オリ
フィスから徐々に排出するようになっている。これにより、家屋に降った雨水が、宅内集
水経路を経て道路の側溝や下水道排水管に一気に流出するのを抑制し、集中豪雨時の河川
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や下水道施設への負荷を低減させることができるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１６９７７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記住宅用雨水貯溜システムは、宅地内の最終雨水桝と公共用雨水桝と
の間に配設されるオーバーフロー部材が、上流側継手部材、下流側継手部材、塩ビ直管、
塩ビ細管から構成されたものであり、部品点数が多いためコストがかかるという問題があ
った。また、このオーバーフロー部材を宅地内の既設の最終雨水桝と公共用雨水桝との間
に配設するには、地面の掘削や配管の変更等の大がかりな土木工事が必要となるため、コ
ストがかかると共に工期も非常に長くなるという問題もあった。更に、貯溜した雨水を徐
々に排出するオリフィスが詰まってしまうと、オーバーフロー部材を配設するのと同様の
土木工事が必要となるため、メンテナンスが非常に困難であるという問題もあった。特に
、この住宅用雨水貯溜システムは、上流側継手部材からオーバーフローした雨水を下流側
継手部材へと排出する塩ビ直管が、宅内集水経路よりも上方に位置するという構造上（引
用文献１の図１参照）、オーバーフロー部材に雨水が流入するのは台風などの稀なケース
に限られ、通常の降雨ではオリフィスからのみの排出となって負担がかかるため、オリフ
ィスが詰まり易く、メンテナンスが困難であるという問題は到底無視できない。しかも、
メンテナンス時は、貯溜されている雨水を外部に排出する必要があるが、この住宅用雨水
貯溜システムは、雨水を排出するための手段を持たないため、最終雨水桝から貯溜された
雨水をバケツで汲み上げるなどの作業が必要となり、多大な時間と労力を要するものであ
った。
【０００７】
　本発明は上記の問題に鑑みてなされたもので、その解決しようとする課題は、既設の配
管設備にも簡易な施工で実施することができ、メンテナンス性も非常に良好な雨水を有効
利用できる雨水貯溜配管構造とそれに用いる堰部材を提供することにある。
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る雨水貯溜配管構造は、雨水桝に接続される排水
管の内部に雨水を貯溜する雨水貯溜配管構造であって、雨水桝の流入口又は流出口に、上
方が開口した堰を設け、上記堰に排出口を形成すると共に、該排出口に脱着可能な閉塞部
材を取付けたことを特徴とするものである。
　尚、ここでいう排出口とは、オリフィスのような小径孔ではなく、貯溜した雨水を速や
かに排出することのできる程度の大きさを有するものを言う。
【０００９】
　本発明の雨水貯溜配管構造においては、上記排出口が、堰の底面であって上方の開口か
ら見える位置に形成されていることが好ましく、上記堰がＴ字形状をしており、第一の口
は上方に向けられており、第二の口は閉口して下方に向けられており、第三の口は雨水桝
の流入口又は流出口に接続されており、上記第二の口に排出口が形成されていることがよ
り好ましい。また、上記閉塞部材に、上方から閉塞部材の脱着を可能とするガイド部材が
備えられていることが好ましい。
【００１０】
　次に、本発明の堰部材は、雨水桝の流入口又は流出口に接続される堰部材であって、上
方が開口していると共に排出口が形成されており、該排出口に脱着可能な閉塞部材が取付
けられていることを特徴とするものである。
【００１１】
　本発明の堰部材においては、上記堰部材が、上方に向けられる第一の口と、下方に向け
られる閉口した第二の口と、雨水桝の流入口又は流出口に接続される第三の口とからなる



(4) JP 2014-190098 A 2014.10.6

10

20

30

40

50

Ｔ字形状をしたものであり、上記第二の口に排出口が形成されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の雨水貯溜配管構造は、雨水桝の流入口又は流出口に堰を設けることで、その堰
よりも上流側の排水管内部に雨水を貯溜し、その貯溜した雨水を植物の水やり等に有効利
用できるようにしたものである。即ち、堰を雨水桝の流入口に設けた場合、排水管から雨
水桝の流入口に流入しようとした雨水は、直ちに雨水桝に流入することなく堰により堰止
められて、それよりも上流側の排水管内部に雨水が貯溜されていく。また、堰を雨水桝の
流出口に設けた場合、雨水桝に流入した雨水は、直ちに雨水桝の流出口から下流側の排水
管に流出することなく堰により堰止められて、それよりも上流側の雨水桝内部及び排水管
内部に雨水が貯溜されていく。このように本発明は、堰よりも上流側の排水管内部に雨水
を貯溜することで、その貯溜した雨水を有効利用できるようにすると共に、併せて、集中
豪雨時の河川や下水道施設への負荷を低減するようにしたものである。勿論、堰の上方は
開口しているので、台風などの集中豪雨時には、その開口から雨水が流出又は流入し、排
水管内部がパンクしてしまう心配はない。しかも、本発明は、このような雨水を有効利用
する雨水貯溜配管構造を、雨水桝の流入口又は流出口に堰を設けるという簡易な施工で実
施することができるので、従来の住宅用雨水貯溜システムように、地面の掘削や配管の変
更等の大がかりな土木工事が必要でなく、施工性が非常に良好で、既設の配管設備にも容
易に採用することができる。
　一方、メンテナンス時は、堰の排出口に脱着可能な閉塞部材を取付けたことにより、排
水管内部に貯溜された雨水を、容易且つ迅速に排出することができるので、従来のように
、バケツなどで貯溜された雨水を汲み上げるという面倒な作業が不要となり、メンテナン
ス性にも非常に優れる。
【００１３】
　また、上記排出口が、堰の底面であって上方の開口から見える位置に形成されている雨
水貯溜配管構造は、排出口を堰の開口から見える位置に形成することで、該排出口に取付
けられた閉塞部材の脱着作業が容易に行え、メンテナンス性がより向上する。
【００１４】
　更に、上記堰がＴ字形状をしており、第一の口は上方に向けられており、第二の口は閉
口して下方に向けられており、第三の口は雨水桝の流入口又は流出口に接続されており、
上記第二の口に排出口が形成された雨水貯溜配管構造のように、堰をＴ字形状にすること
で、前述した優れた作用効果を奏する雨水貯溜配管構造を、容易に実現することができる
。
【００１５】
　また、上記閉塞部材に、上方から閉塞部材の脱着を可能とするガイド部材が備えられて
いる雨水貯溜配管構造は、特別な工具がなくても上方から閉塞部材の脱着作業が行えるの
で、メンテナンス性がより一層向上する。
【００１６】
　次に、本発明の堰部材は、上方が開口していると共に排出口が形成されており、該排出
口に脱着可能な閉塞部材が取付けられているので、この堰部材を宅地内に埋設された雨水
桝の流入口又は流出口に設けると、既設の配管設備を容易に、雨水を有効利用できて、メ
ンテナンス性にも優れる雨水貯溜配管構造に変更することができる。
【００１７】
　特に、上記堰部材が、上方に向けられる第一の口と、下方に向けられる閉口した第二の
口と、雨水桝の流入口又は流出口に接続される第三の口とからなるＴ字形状をしたもので
あり、上記第二の口に排出口が形成されている堰部材のように、堰部材がＴ字形状である
と、前述した種々の効果を奏する雨水貯溜配管構造を、容易に実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態に係る雨水貯溜配管構造を示す概略斜視図である。
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【図２】同配管構造の要部を示すものであって、閉塞部材を排出口に取付けた状態の断面
図である。
【図３】同配管構造の要部を示すものであって、閉塞部材を排出口から取外した状態の断
面図である。
【図４】同配管構造の説明図である。
【図５】同配管構造に用いる本発明の一実施形態に係る堰部材を示す斜視図である。
【図６】同堰部材の他の実施形態を示す断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態に係る雨水貯溜配管構造の要部を示すものであって、閉塞
部材を排出口に取付けた状態の断面図である。
【図８】同配管構造の要部を示すものであって、閉塞部材を排出口から取外した状態の断
面図である。
【図９】本発明の更に他の実施形態に係る雨水貯溜配管構造の要部を示すものであって、
閉塞部材を排出口に取付けた状態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の具体的な実施形態を詳述する。
【００２０】
　図１は本発明の一実施形態に係る雨水貯溜配管構造を示す概略斜視図、図２は同配管構
造の要部を示すものであって、閉塞部材を排出口に取付けた状態の断面図、図３は同配管
構造の要部を示すものであって、閉塞部材を排出口から取外した状態の断面図、図４は同
配管構造の説明図、図５は同配管構造に用いる本発明の一実施形態に係る堰部材を示す斜
視図である。
【００２１】
　本発明の雨水貯溜配管構造（以下、単に配管構造という。）は、図１に示すように、複
数の雨水桝１と雨水桝１を排水管２で接続した宅地内において、最も下流側に位置する雨
水桝１に堰部材３を設け、その堰部材３よりも上流側に位置する排水管２の内部及び雨水
桝１の内部に雨水を貯溜し、その貯溜した雨水を植物の水やり等に有効利用できるように
すると共に、併せて、集中豪雨時の河川や下水道施設への負荷を低減するようにしたもの
である。
【００２２】
　この配管構造において、家屋に降った雨水は家屋の屋根７を流下して、家屋の屋根７の
周囲に設けられた軒樋５に流入し、竪樋６を経由して宅地内に埋設された排水管２から雨
水桝１に集水され、最も下流側に位置する雨水桝１に設けられた堰部材３により堰止めら
れて、それよりも上流側の排水管２内部及び雨水桝１内部に貯溜されていく。また、図２
に示すように、雨水桝１の蓋体１Ｂには、多数の浸透孔１ｅが穿孔されているので、宅地
内に降った雨水もその浸透孔１ｅを通して雨水桝１に流入し、堰部材３により堰止められ
て貯溜される。勿論、台風などの集中豪雨時には、雨水は堰部材３を越流して、公共の雨
水排水本管８を通じて河川や下水道施設に排出されるので、排水管２内部がパンクしてし
まう心配はない。
【００２３】
　宅地内に埋設される雨水桝１は、耐久性や施工性に優れる合成樹脂製（ポリプロピレン
製や塩化ビニル樹脂製）の桝であって、図２に示すように、上端が開口し下端が閉口した
バケツ型の桝本体１Ａと、多数の浸透孔１ｅが穿孔された蓋体１Ｂからなる。桝本体１Ａ
の周面には、排水管２が接続される流入口１ａと流出口１ｂがそれぞれ設けられていると
共に、桝本体１Ａの上端には、断面形状が略凹型の蓋受部１ｄが外側に向って突設されて
おり、その蓋受部１ｄに蓋体１Ｂが載置されている。
【００２４】
　上記の流入口１ａや流出口１ｂは、ホールソーなどで雨水桝１の周面に孔を穿孔するこ
とで設けられており、これら流入口１ａ、流出口１ｂの周面には、止水性を向上させる環
状のシールパッキン１ｃが周設されている。このようにして流入口１ａや流出口１ｂを設



(6) JP 2014-190098 A 2014.10.6

10

20

30

40

50

けると、任意の箇所に流入口１ａや流出口１ｂを設けることが可能となり、配管の自由度
が向上するため施工性が良好なものとなり好ましいが、側壁に排水管接続口が一体に形成
された雨水桝でも良いことは言うまでもない。
　尚、泥砂が多い場所や蚊等の虫の発生が多い場所に雨水桝１を設置する場合は、浸透孔
１ｅが穿孔されていない蓋体１Ｂを用いてもよいが、上記雨水桝１の開口部全面（雨水桝
１の上端や蓋体１Ｂの裏面、表面など）又は蓋体１Ｂの浸透孔１ｅに別途フィルター部材
（不図示）を設けると、宅地内に降った雨水を貯溜でき、且つ、蚊等の発生も抑えること
ができるので好ましい。また、後述するが、本実施形態のように、堰部材３を雨水桝１の
流入口１ａに設ける場合、複数の浸透孔が内壁面（底面含む）に穿孔された雨水桝を用い
ると、堰部材３の第一の口３ａから雨水桝１に流入した雨水が、桝本体１Ａの内部に残ら
ないので、蚊等の虫の発生を抑制できて好ましい。
【００２５】
　上記雨水桝１の流入口１ａ及び流出口１ｂに接続される排水管２は、通常の塩化ビニル
樹脂製の円筒形のパイプであって、図４に示すように、上流側から下流側に向けて１／１
００～３／１００程度の若干の流れ勾配が付けられている。従って、竪樋６或いは雨水桝
１の浸透孔１ｅから流入した雨水は、排水管２の流れ勾配に沿って最も下流側に設置され
た雨水桝１まで流れるようになっている。
　尚、本実施形態のように、必ずしも排水管２に流れ勾配を付ける必要はなく、流れ勾配
は無くてもよい。また、この排水管２を、宅地内に埋設される通常の塩化ビニル樹脂製パ
イプよりも太くすると、貯溜量を増やすことができるのは言うまでもなく、断面楕円形や
卵形状の排水管２を使用すると、排出口３０ｂから閉塞部材４を取外して雨水を排出する
ときの掃流性が向上し、排水管２内部の泥などを排出し易くすることができる。この排水
管２は、複数の浸透孔が穿孔された浸透管でもよく、その排水管２を雨水排水本管８にで
はなく、浸透桝や浸透槽と接続してもよい。このようにすると、雨水の貯溜（利用）と浸
透を宅地内で完結させることができ、配管の自由度が向上する。
【００２６】
　図１、図２に示すように、最も下流側に設置された雨水桝１の流入口１ａには、本発明
の最大の特徴である堰部材３が設けられている。この堰部材３は、図５に示すように、上
方に向けられる第一の口３ａと、下方に向けられる第二の口３ｂと、雨水桝１の流入口１
ａに接続される第三の口３ｃとからなるＴ字形状をした筒状体であって、下方に向けられ
る第二の口３ｂは閉口されて、その底面には雨水を堰部材３の外部に排出するための排出
口３０ｂが形成されている。第二の口３ｂに形成された排出口３０ｂは、オリフィスのよ
うな小径孔ではなく、貯溜した雨水を速やかに外部に排出することができる程度の直径を
有する円孔で、メンテナンス時は、この排出口３０ｂより雨水を排出して配管内部のメン
テナンスを行う。通常は、この排出口３０ｂに、脱着可能な閉塞部材４が取付けられて、
排出口３０ｂが閉塞されることで第二の口３ｂは完全に閉塞されている。
　尚、本実施形態の堰部材３は、上記のようにＴ字形状をしているが、排水管２が接続さ
れる接続口（第三の口３ｃ）と、雨水が越流する開口（第二の口３ｂ）と、雨水が排出さ
れる排出口３０ｂを有するものであればＴ字形状に限定されるものではなく、例えばＬ字
形状であってもよい。
【００２７】
　上記第二の口３ｂの排出口３０ｂに取付けられる閉塞部材４は、水回りの止水栓として
好適に使用されるゴム栓であって、図２、図３等に示すように、この閉塞部材４には、上
方から閉塞部材４の脱着を可能とするガイド部材４ａが備えられている。このガイド部材
４ａは、止水栓に好適に備えられるボールチェーンであって、その上端は、第一の口３ａ
の外周面に設けられた突起３ｄに取付けられている。第二の口３ｂに形成された排出口３
０ｂは、第一の口３ａに対向する位置、即ち、第一の口３ａの開口から見える位置に形成
されており、且つ、閉塞部材４にはガイド部材４ａが備えられているので、閉塞部材４を
取付けたり取外したりする脱着作業を、上方から容易に行うことができ、堰部材３の底面
まで手を突っ込む必要がないため、メンテナンス性に優れる。
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　尚、閉塞部材４は、本実施形態のようにゴム栓に限定されるものではなく、上方から開
閉可能な蓋部材などでもよいが、貯溜された雨水によって生じる浮力によって浮き上がら
ない程度の比重を有するものが好ましく、必要に応じて排水口３０ｂと閉塞部材４との間
に嵌合構造や係止構造などを設け、浮力のみで閉塞部材４が排水口３０ｂから外れないよ
うにすることが好ましい。また、ガイド部材４ａも、上方から閉塞部材４の脱着を可能と
するのであればボールチェーンに限定されるものはなく、線材の折り曲げ加工品等でもよ
い。更に、本実施形態のガイド部材４ａの上端は、第一の口３ａ近傍に取付けられている
が、上方からの脱着が可能な位置、例えば、雨水桝１の蓋受部１ｄ近傍や蓋体１Ｂ等に取
付けてもよく、このように、ガイド部材４ａの上端を、雨水桝１の蓋受部１ｄ近傍や蓋体
１Ｂ等に取付けると、雨水桝１が深く埋設されている場合であっても、地表に近いところ
で閉塞部材４の脱着作業が可能となり、閉塞部材４に手が届かなくて特別な工具が必要に
なるといったこともなく、メンテナンス性が良い。
【００２８】
　図２等に示すように、上記堰部材３の第三の口３ｃは、雨水桝１の内部に収容されてお
り、その第三の口３ｃの内周面に、雨水桝１の流入口１ａに接続された上流側の排水管２
が挿入されている。従って、排水管２を流れてきた雨水は、雨水桝１に直接流入すること
なく、堰部材３の内部に流入することになる。上記のように、堰部材３の第二の口３ｂは
閉口しており、排出口３０ｂには閉塞部材４が取付けられているので、排水管２を流れて
きた雨水は、堰部材３に堰止められて雨水桝１内部に流入することなく、堰部材３より上
流側の排水管２内部及び雨水桝１内部に貯溜されていく。
　尚、図示はしないが、堰部材３の第三の口３ｃを、雨水桝１の流入口１ａに挿入して雨
水桝１の外側に突出させ、その内周面に上流側の排水管２を挿入してもよい。このように
すると、堰部材３を雨水桝１の内壁面に近づけることができ、雨水桝１内部のメンテナン
スが容易となるメリットがある。
【００２９】
　堰部材３より上流側の排水管２及び雨水桝１の内部が満水になった状態で、更に竪樋６
等から雨水が排水管２に流入すると、堰部材３の水位が上昇していくことになる。ここで
、堰部材３の第一の口３ａは開口しているので、上昇してきた雨水は、その開口から溢れ
出して雨水桝１の内部に流入し、流出口１ｂに接続された下流側の排水管２から排出され
ていく。従って、台風などの集中豪雨時に、雨水が一気に排水管２に流入してきても、排
水管２内部が行き場を失った雨水によってパンクしてしまう心配はない。
【００３０】
　本発明は、堰部材３の第一の口３ａ上端（開口）の高さ位置が、雨水の貯溜量を決定す
る。即ち、第一の口３ａは、排水管２より流入した雨水を堰止める役割を果たすものなの
で、第一の口３ａ上端の高さ位置を低くすれば、雨水の越流が早く開始されて貯溜量が減
少するし、第一の口３ａ上端の高さ位置を高くすれば、越流が遅く開始されて貯溜量が増
加する。従って、雨水を排水管２内部に貯溜するためには、第一の口３ａ上端の高さ位置
が、少なくとも排水管２の管底よりも高い必要があり、排水管２の管頂よりも高いほうが
好ましい。上記のように、宅地内に埋設される排水管２には、若干の流れ勾配が付けられ
ていることもあるので、直近の排水管２の管頂（堰部材３の第三の口３ｃに挿入された排
水管２の管頂）より高くても、最も上流側に配管された排水管２の管頂よりも低いと、宅
地内に埋設された排水管２内部の全てを貯溜空間とすることはできない。このような事情
に鑑みて、本実施形態では、図４に示すように、宅地内に埋設された全ての排水管２内部
を貯溜空間とするため、第一の口３ａ上端の高さ位置が、最も上流側に配管された排水管
２の管頂よりも高くなっている。勿論、排水管２に勾配が付けられていない場合は、第一
の口３ａ上端の高さ位置が堰部材３の第三の口３ｃに挿入された排水管２の管頂よりも高
ければ、宅地内に埋設された排水管２内部の全てを貯溜空間とすることができることは言
うまでもない。
　尚、この第一の口３ａは常時開口しているので、雨水が貯溜された状態では、第一の口
３ａから蚊等の虫が発生する心配もある。そのような虫の発生を抑制するため、この第一
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の口３ａにフィルターや、図６に示す圧力開放弁３ｅを設けてもよい。この図６に示す圧
力開放弁３ｅは、第一の口３ａの内面に内挿されたヒンジ式の開放蓋であって、通常は閉
じられていて、排水管２内部の圧力が高まる（水位が上昇する）と開くようになっている
ものである。このような圧力開放弁３ｅを設けることで、通常時は排水管２内部と外部の
接触が遮断されるため、虫の発生を抑制することができる。この圧力開放弁３ｅは、本実
施形態のように、内挿しではなく、外挿タイプのものでもよく、外挿タイプの圧力開放弁
３ｅは、第一の口３ａ開口面積が小さくならないというメリットがある。
【００３１】
　尚、上記第一の口３ａの高さ調整は、第一の口３ａの高さの違う堰部材３を何種類か準
備して行ってもよいが、堰部材３の第一の口３ａに受け口或いは挿口を形成し、その受け
口或いは挿口に、別途筒体を挿入することで調整してもよい。このように別途筒体で、第
一の口３ａの高さ調整を行うようにすれば、容易に所望の高さに変更することができるし
、堰部材３を一種類にすることで製作コストを抑えることもできる。
【００３２】
　上記のような構成の堰部材３を、最も下流側に設置される雨水桝１の流入口１ａに設け
ると、竪樋６や雨水桝１の浸透孔１ｅを通して排水管２に流入した雨水は、その流れ勾配
に沿って最終の雨水桝１へと流下し、堰部材３によって堰止められて、雨水は直接雨水桝
１に流入することなく、堰部材３よりも上流側の排水管２内部及び雨水桝１内部に貯溜さ
れていく。本実施形態の堰部材３は、第一の口３ａの上端が、最も上流側に配管された排
水管２の管頂よりも高い位置となるように調整されているので、宅地内に埋設された全て
の排水管２内部及び雨水桝１内部が貯溜空間となり、植物の水やり等に有効利用するのに
十分な量の雨水を貯溜することができる。この貯溜した雨水は、雨水桝１や排水管２の途
中経路にポンプなどの取水装置を設けて、そこから取水するようにすれば、容易に貯溜し
た雨水を有効利用することができるので好ましい。
　尚、本実施形態のように、堰部材３を設けた雨水桝１が最も低い位置にある場合は、堰
部材３の近傍に取水装置を設けると最も効率よく取水することができる。また、本実施形
態とは逆に、排水管２に勾配を付けなければ、宅地内に埋設された配管構造のどこからで
も取水することが可能となり、その場合は、取水したい箇所で分岐させて、分岐点から取
水箇所に向って下り勾配を付けることで、貯溜空間に貯溜された雨水を効率よく有効利用
することができる。
【００３３】
　一方、メンテナンス時は、貯溜した雨水を排水管２内部から排出して行う。その場合、
最終の雨水桝１の蓋体１Ｂを開けて、第一の口３ａ近傍の突起３ｄに取付けられたガイド
部材４ａを上方に引き上げるという簡易な作業で、排出口３０ｂに取付けられた閉塞部材
４を取外すことができるので、貯溜された雨水は、その排出口３０ｂより外部（雨水桝１
）に速やかに排出されて、雨水桝１の流出口１ｂに接続された下流側の排水管２より、公
共の雨水排水本管８へと流出していく。
【００３４】
　このように、本発明の配管構造は、上記構成の堰部材３を最終の雨水桝１の流入口１ａ
に設けるだけで、有効利用するための雨水を貯溜することができ、併せて、集中豪雨時の
河川や下水道施設への負荷を低減することができるものである。しかも、従来のような、
地面の掘削や配管の変更等の大がかりな土木工事は不要で、最終の雨水桝１の流入口１ａ
に、堰部材３を設けるという簡易な施工で実施することができるので、既設の配管設備に
も容易に適用可能で、コストが抑えられると共にメンテナンス性にも優れる。
　上記のように、本実施形態では、最終の雨水桝１に堰部材３を設けているが、堰部材３
を設ける箇所は、最終の雨水桝１（最も低い雨水桝１）に限定されるものではなく、堰部
材３は雨水を貯溜したい領域の最も下流側に設ければよいものである。
【００３５】
　尚、雨水桝１の流入口１ａと一体の堰を設けても同様の効果を奏するが、本実施形態の
堰部材３のように、雨水桝１と堰部材３を別体にすることで、既設の雨水桝１にも適用可
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能となるので好ましい。また、貯溜された雨水の排出スピードをより向上させるために、
第二の口３ｂを下窄まりのテーパー面として、空気芯を形成するようにしてもよい。
【００３６】
　図７は本発明の他の実施形態に係る雨水貯溜配管構造の要部を示すものであって、閉塞
部材を排出口に取付けた状態の断面図、図８は同配管構造の要部を示すものであって、閉
塞部材を排出口から取外した状態の断面図である。
【００３７】
　図７、図８に示す配管構造は、前述した図１～図５に示す配管構造が、雨水桝１の流入
口１ａに堰部材３を設けたものであるのに対して、雨水桝１の流出口１ｂに堰部材３を設
けたものである。この堰部材３は、第三の口３ｃが雨水桝１の内部の流出口１ｂ近傍に収
容されて雨水桝１に設けられていると共に、その第三の口３ｃの内周面に、下流側の排水
管２が挿入されている。
【００３８】
　このように、雨水桝１の流出口１ｂに堰部材３を設けると、上流側から流下してきた雨
水は、流入口１ａに接続された上流側の排水管２より、最終の雨水桝１の内部に流入する
。堰部材３を設けていない場合、雨水桝１に流入した雨水は、そのまま流出口１ｂより下
流側の排水管２に流出していくが、流出口１ｂには堰部材３が設けられているので、流入
した雨水は、直ちに下流側に排出されることなく、堰部材３によって堰止められて、堰部
材３よりも上流側の雨水桝１内部及び排水管２内部に貯溜されていく。この実施形態の第
一の口３ａの上端も、前述した実施形態と同様に、最も上流側に配管された排水管２の管
頂よりも高い位置にあるので、宅地内に埋設された全ての配管設備の内部に雨水を貯溜す
ることができる。そして、堰部材３よりも上流側の排水管２や雨水桝１が満水になると、
水位は更に上昇を始め、第一の口３ａから堰部材３の内部に流入し、第三の口３ｃより下
流側の排水管２へと流出していくので、排水管２がパンクしてしまう心配はない。
【００３９】
　一方、メンテナンス時は、閉塞部材４を排出口３０ｂから取外すと、図８の矢印に示す
如く、雨水は該排出口３０ｂより堰部材３の内部に流入し、第三の口３ｃより下流側の排
水管２へと流出していくので、貯溜した雨水は速やかに排水管２内部から排出され、直ち
にメンテナンスを行うことができる。
　本実施形態の配管構造のその他の構成は、前述した図１～図５に示す配管構造と同様で
あるので、同一部材に同一符号を附して説明を省略する。
【００４０】
　本実施形態の配管構造も、前述した図１～図５に示す実施形態の配管構造と同様に、簡
易な施工で、植物の水やり等に有効利用するための雨水を貯溜することができ、メンテナ
ンス性にも優れる。
【００４１】
　図９は本発明の更に他の実施形態に係る雨水貯溜配管構造の要部を示すものであって、
閉塞部材を排出口に取付けた状態の断面図である。
【００４２】
　本実施形態の配管構造は、第二の口３ｂに形成された排出口３０ｂに、図９に示す閉塞
部材４０を取付けたものである。この閉塞部材４０は、その外径が排出口３０ｂの内径に
等しい円筒体であって、排出口３０ｂの下端部には、閉塞部材４０の下端を載置する筒受
段部３１ｂが形成されており、閉塞部材４０の下端が排出口３０ｂの筒受段部３１ｂに載
置されて立設されている。
【００４３】
　堰部材３の排出口３０ｂに上記閉塞部材４０を立設すると、排出口３０ｂが閉塞される
ので、前述した実施形態と同様に、雨水桝１の流入口１ａより流入してきた雨水は、堰部
材３よりも上流側の排水管２内部及び雨水桝１内部に貯溜されていく。そして、水位が上
昇して、閉塞部材４０の上端高さにまで雨水が達すると、雨水は閉塞部材４０の上端開口
に流入し、排出口３０ｂから排出されるようになっている。このように、本実施形態の配
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て排出口３０ｂより排出されていく。従って、閉塞部材４０の上端の高さを調整すること
で、貯溜量を調整することができるのである。勿論、閉塞部材４０の上端が、第一の口３
ａの上端より高くても不都合は生じないが、閉塞部材４０の上端の高さを、第一の口３ａ
の上端よりも低くして、閉塞部材４０の上端高さで貯溜量を調整すると、容易に貯溜量を
変更できるので好ましい。
【００４４】
　図９に示すように、上記閉塞部材４０の側壁には、オリフィス４０ｂが形成されている
。このオリフィス４０ｂは、閉塞部材４０側壁の異なる高さに複数形成されており、任意
の高さにオリフィス４０ｂを形成することで、想定した貯溜量を超えた雨水は徐々にオリ
フィス４０ｂより排出されて、雨水の一時的な流出抑制の機能が付与されている。このよ
うに、異なる高さに複数のオリフィス４０ｂを形成した場合、使用しないオリフィス４０
ｂには栓（不図示）をしておけばよく、複数のオリフィス４０ｂを形成することで、一つ
のオリフィス４０ｂが詰まったとしても、他のオリフィスで排出の機能を果たすことがで
きるので好ましい。勿論、メンテナンス時には、閉塞部材４０を排出口３０ｂから取外し
て、貯溜した雨水を排出口３０ｂから一気に排出すればよい。
　本実施形態の配管構造のその他の構成は、前述した図１～図７に示す配管構造と同様で
あるので、同一部材に同一符号を附して説明を省略する。
【００４５】
　本実施形態の配管構造も、前述した図１～図８に示す実施形態と同様の、優れた効果を
奏する配管構造を実現することができるのに加えて、閉塞部材４０側壁にオリフィス４０
ｂを形成することで、雨水の一時的な流出抑制の機能を付与することができる。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　雨水桝
　１Ａ　桝本体
　１ａ　流入口
　１ｂ　流出口
　１ｃ　シールパッキン
　１ｄ　蓋受部
　１Ｂ　蓋体
　１ｅ　浸透孔
　２　　排水管
　３　　堰部材（堰）
　３ａ　第一の口
　３ｂ　第二の口
　３０ｂ　排出口
　３ｃ　第三の口
　３ｄ　突起
　３ｅ　圧力開放弁
　４，４０　閉塞部材
　４ａ　ガイド部材
　４０ｂ　オリフィス
　５　　軒樋
　６　　竪樋
　７　　家屋の屋根
　８　　雨水排水本管
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